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住宅耐震化・家具固定に対する意識
防災マップの利活用事例・防災教育

テーマ２ ディスカッション
地震被害予測手法と都市の地震対策
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耐震診断の基準（is値）

is値とは構造耐震指標のことをいい、地震力に対する建物の強度、靱性（じ
んせい：変形能力、粘り強さ）を考慮し、建築物の階ごとに算出。

「建築物の耐震改修の促進に関する法律（耐震改修促進法）」の告示により、
震度6～7程度の規模の地震に対するis値の評価は。

is値が0.6以上 倒壊、又は崩壊する危険性が低い
is値が0.3以上 0.6未満 倒壊、又は崩壊する危険性がある
is値が0.3未満 倒壊、又は崩壊する危険性が高い

耐震性能を診断する方法
耐震性能は、is ＝ E0×SD×T の式により求めます。

すなわち、

① 建物の強度が低く、粘り強さも弱い
② 建物形状やバランスが悪い ⇒ 耐震性能が低い
③ 建物の劣化が激しい

E0：保有性能基本指標（建物が保有している基本的な耐震性能を表す指標）
＝ C （強度の指標） × F （粘り強さの指標）

SD：形状指標（平面・立面形状の非整形性を考慮する指標）
1.0 を基準として、建物形状や耐震壁の配置バランスが悪いほど数値が小さくなる

T ：経年指標（経年劣化を考慮する指標）



3

国土交通省資料
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国土交通省資料



5木造住宅の耐震化(徳島県ホームページから)



① 家具が転倒しないよう、家具は壁に固定しましょう

② 寝室や子ども部屋には、できるだけ家具を置かないようにしましょう。

③ 置く場合も、なるべく背の低い家具にするとともに、倒れた時に出入り口をふさい
だりしないよう、家具の向きや配置を工夫しましょう

④ 手の届くところに、懐中電灯やスリッパ、ホイッスルを備えておきましょう

» 家具の起き方・工夫していますか？



① 飲料水 3日分（1人1日3リットルが目安）

② 非常食 3日分の食料として、ご飯（アルファ米など）、ビスケット、
板チョコ、乾パンなど

③ トイレットペーパー、ティッシュペーパー・マッチ、ろうそく・
カセットコンロ など

※ 大規模災害発生時には、「1週間分」の備蓄が望ましいとされています。
※ 飲料水とは別に、トイレを流したりするための生活用水も必要です。

日頃から、水道水を入れたポリタンクを用意する。
お風呂の水をいつも張っておく、などの備えをしておきましょう。



◎ 自宅が被災したときは、安全な場所に避難し避難生活を送ることに
なります。

◎ 非常時に持ち出すべきものをあらかじめリュックサックに詰めてお
き、いつでもすぐに持ち出せるようにしておきましょう。

非常用持ち出しバッグの内容の例（人数分用意しましょう）
飲料水、食料品（カップめん、缶詰、ビスケット、チョコレートなど）
貴重品（預金通帳、印鑑、現金、健康保険証など）
救急用品（ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬など）
ヘルメット、防災ずきん、マスク、軍手
懐中電灯、携帯ラジオ、予備電池、携帯電話の充電器
衣類、下着、毛布、タオル
洗面用具、使い捨てカイロ、ウェットティッシュ、
携帯トイレ
※乳児のいるご家庭は、ミルク・紙おむつ
ほ乳びんなども用意しておきましょう。



ご家族同士の安否確認方法、決まっていますか？
◎ 別々の場所にいる時に災害が発生した場合、お互いの安否を確認できるよう、日頃
から安否確認の方法や集合場所などを、事前に話し合っておきましょう。

◎ 災害時には、携帯電話の回線がつながりにくくなり、連絡がとれない場合もありま
す。その際には以下のサービスを利用しましょう。

災害用伝言ダイヤル
◾局番なしの「171」に電話をかけると伝言を録音でき、自分の電話番号を知っ
ている家族などが、伝言を再生できます。

※ 一般加入電話や公衆電話、一部のIP電話からご利用できます。
※ 携帯電話・PHSからもご利用できます。

災害用伝言板
◾携帯電話やPHSからインターネットサービスを使用して文字情報を登録し、
自分の電話番号を知っている家族などが、情報を閲覧できます



避難場所や避難経路、確認していますか？

◎ 災害が起きた時にあわてずに避難するためにも、
お住まいの自治体のホームページや国土交通省ハ
ザードマップポータルサイトなどから防災マップや
ハザードマップを入手し、避難場所、避難経路を事
前に確認しておきましょう！

わがまち防災マップの作成状況
広島市の場合：「1894組織」1568取掛り(８３％)、1124完成(５９％）



基町地区 わがまち防災マップ
基町学区連合自主防災
会令和元年１2月作成

中消防署基町出張所

中央公園

基町郵便局

灰塚医院

本川
（太田川）

基町中央集会所

基町児童館

空鞘橋

ファミリープール

ひろしま
美術館

こども文化科学館

基町薬局

基町高校

中央公民館

ココス

城北駅

シルバー人材センター

広島城

ファミリーマート

昭和シェル石油

テキサス

基町ショッピングセンター

被爆樹木（クスノキ）
倒木に注意

基町高層アパート19号棟

基町高層アパート18号棟

基町アパート中層棟

基町アパート
１７号棟

基町管理事務所

鯉の広場

平和湯
駐車場

中央図書館

ファミリープール

広電広島南営業所

こども文化科学館

基町高校

広島城

城北駅

≪ 地 震 へ の 備 え ≫

□ 自宅からの避難場所と避難経路を確認する

□ 避難経路となる通路や階段など共用場所にモノを置かない

□ いざというときに頼りになる人や気にかける人を決めておく

頼りになる人

気にかける人

□ 地区外へ自主避難した場合は、必ず自治会長に避難先を連絡する

※ 備えができたら、□にチェックを入れましょう！

オープンスペース
令和２年完成予定

 

 

基町高層アパート20号棟  

ブロック塀
倒壊に注意

中央公園歯科クリニック

マクドナルド

基町交番

保存版

氏名
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基町幼稚園

基町保育園

県立総合体育館

マンホールトイレ
災害時20基設置可能
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【凡 例】

避難場所

浸水時緊急退避施設

AED設置場所

公衆電話

コンビニ

公衆便所

病院

薬局

交番

郵便局

注意・警戒箇所

一時避難場所
（駐車場・広場など）

防災備蓄倉庫

飲料水兼用型耐震性貯水槽

1～17 基町高層アパートのコア



地震発生後の避難先

6弱

南海トラフ巨大地震は

発生確率：30年以内 70％～80％

（10年以内 30％）

中区震度：6弱
Ｎｏ

Ｙｅｓ

在宅避難※

家屋居住可能？ 避難先は？

地震発生

飲料水や食料品など備蓄が必要（最低3日分、理想１週間分）

※余震などが収まったら、ずっと家に居るのではなく、

避難所へ足を運ぶようにし、情報を得たり、現場の作

業を手伝うなど、積極的な行動が大切です。

指定避難所（生活避難場所）
基町小学校

中央公園等親族、知人宅等

【このマップは、広島市防災まちづくり基金を活用した防災まちづくり事業により作成したものです。】

地震が発生したら

地震の揺れを感じたら ～地震の心得１０か条～ まず自分の身を守
る①テーブ
ルなどの
下に身を
伏せる。

②あわて
て外に飛
びなさな
い。

③ドアを
開けて出
口を確保
する。

④室内の
ガラス破
片に気を
つける。

⑤揺れが
おさまっ
たら、火
の始末を
する。

⑥火が出
たら素早
く消火す
る。

⑦門や塀
には近寄
らない。

⑧隣近
所で、
互いに
声を掛
け合う。

⑨協力し
合って応急
救護する。

⑩テレビや
ラジオで正
しい情報を
知る。

情報入手

避難情報は、防災情報メールやテレビやラジオなどから入手すること
ができます。広島市に関する防災情報を集約して提供するウェブサイト
の 広島市防災ポータルからも入手することができます。

防災ポータル
ＱＲコード

登録用アドレス : entry@k-bousai.city.hiroshima.jp

http://www.bousai.city.hiroshima.lg.jp

登録用空メール
ＱＲコード

広島市防災ポータル

市内の避難勧告や地震などの重要な防災情報をパソコンや
携帯電話・スマホに配信します。下記登録用アドレスに空メー
ルを送信するかQRコードを読み取ります。

自宅周辺の災害リスト情報、避難情報、避難所開設情報等
が確認できます。スマホでも見ることができます。

防災情報メー
ル

地震への事前の備え

最低３日分（できれば１週間分）の食料
と飲料水を！

家庭内備蓄

両手が使えるように必要なものをリュックに！

非常持ち出し品の準備

家具等の種類によって適した方法で固定！
出入り付近には、背の高い家具は置かない！
就寝位置から家具を離したりする！

家具・家電の固定、配置の工夫

家庭等での防災会議

地震を想定して安否確認・連絡方法・連絡
先等について、家族や近隣と話し合いを！

家の中は、地震が起きたとき、けがや避難の妨げの原因になるものがたくさんあります。家具を固定するなどして、危険箇所を改善しておきましょ

う。
また、家庭内備蓄や避難する際に必要となる非常持ち出し品の準備を行い、安否確認方法等について家族や近隣で話し合っておきましょう。

◆基本の持ち出し品

□ 水（500mlのペットボトル３本程度）
□ 非常食（缶詰、ビスケット、チョコレートなど）

□ 懐中電灯・ヘッドライト

□ 携帯ラジオ

□ 乾電池
□ 携帯電話用充電器
□ 現金（小銭を多めに）

□ 簡易携帯トイレ
□ 衣類

□ タオル

□ 雨具（カッパ）
□ お薬手帳
□ 笛
□ マスク
□ 簡易寝袋
◆基本の持ち出し品に、家族構成（女性、乳幼児、高齢者
等）に合わせて、必要な物（化粧品、生理用品、粉ミルク、
紙おむつ、老眼鏡、入れ歯等）を追加で準備しましょう。
※ 準備ができたら□にチェックを入れましょう！

◆食料・飲料水

□ 普段消費する食料を少し多めに
（卵、肉、魚、野菜、米など）

□ インスタント食品、レトルト食品

□ 菓子（チョコレートなど）

□ 缶詰
□ 飲料水（１日１人３リットルが目安）
◆日用品

□ ラジオ
□ 懐中電灯・ランタン

□ カセットコンロ・ガスボンベ

□ 食品包装用ラップ
□ 使い捨てカイロ
□ 持病の薬・常備薬
□ ウェットティッシュ
□ ビニール袋
□ 簡易トイレ
□ 衣類
□ 乾電池
□ マスク
※ 備蓄ができたら、□にチェックを入れましょう！

基町地区で起こる可能性がある災害

災害は、いつどこで起こるかわかりません。まず、皆さんの住んでいるところ、よく行くところの危険を知り、どんな時にどんな行動をしたらいい

かを常日頃から考えておくことが大切です。一般的には、災害は次のように分類されます。
① 地盤が大きくゆれる地震（南海トラフ巨大地震など）及び地面が液体のようになる液状化
② 地震が原因で、海水が陸地に押し寄せる津波による浸水
③ 台風や発達した低気圧の接近で海水面が異常に高くなる高潮による浸水
④ 大雨により川の水が堤防を越えてあふれ、住宅地などに流れ込む洪水による浸水
⑤ 市街地に降った大雨がマンホールなどから一時的に地表にあふれる内水氾濫による浸水
この基町地区では、これらの災害のうち①の地震に備えることが重要となります。日頃から、地震への備えを行い、地震の際に慌てず冷静に適切な行

動を取れるよう考えておきましょう。

① 地盤が大きくゆれる地震（南海トラフ巨大地震など）及び地面が液体のようになる液状化



防災教育

◎対象
保育園・幼稚園・小学校低学年
小学校高学年～
保育園、幼稚園、小学校の保護者
自主防災会、町内会、サークルなどの団体
企業(社会福祉団体・老人ホーム・報道・福祉機器販売その他）

◎内容
園児などの年少者：防災ダックなど音や絵から直感的に頭を保護する訓練
小学校の高学年から：周囲の落下物・転倒する物から身体を守る訓練
【自助・共助・近所の重要性を認識ー仲間づくり】
日ごろからの備え



よつば保育園の防災教室



ｼｴｲｸｱｳﾄ訓練(一斉防災訓練)

１訓練内容

どこでも・気軽に・簡単に行うことができる防災訓練。

※1 命を守る３動作

① 姿勢を低くする。

② 頭・体を守る。

③ 揺れが収まるまでじっとしている。

※２訓練方法

あらかじめ決められた日時に、事前に参加登録した人が、「訓練開

始」を合図に、その時にいる場所で、一斉に「命を守る３動作」を行う。

１分後に、「訓練終了」の合図で、訓練を終了する。



シエイクアウト訓練の模様



「命 の 袋」 の 提 案
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ご清聴ありがとうございました。
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